
明けましておめでとうございます。

昨年は異常気象が多く、各地で災害があり大変

な年でした。今年こそは平穏な年になります

ように祈るばかりです。

私たち「えぷろんの会」も自分の

健康に注意しながら、患者さんや病

院の方に喜んでいただけるような活動

をしていきたいと思っています。今年は労災病院も病院機能評価が２

月にある予定ですので、ボランティアも病院の要望に沿って協力した

いと思っています。よろしくお願いします。 杉山嘉夫

１ １ 月 ２ 日 、

「えぷろんの会」

の親睦会が、みの

お山荘・風の杜で

あり参加しました。

当日はよい天気に

恵まれ病院前から

送迎バスで参加者

１８名を乗せ出発

しました。約１時

間ほどで風の杜に

到着、おいしい料

理をいただき、お

しゃべりを楽しみ、会長が用意して下さったおもちゃ"ガリガリとんぼ

"作りをしました。割り箸を割り片方に細いワイヤーを巻き付け、先端

に押しピンで羽を止めて、もう片方の割り箸でこすると羽が回ります。

なかなか回らない人もあり、皆童心にかえって遊びました。その後、

カラオケ、お風呂、散策にと自由に楽しみました。

私は露天風呂に入り高台から眼下の街が見えてよかったです。「夜

景だともっときれいね」と

話しながら、風呂から出て

カラオケに加わり、皆で"ふ

るさと"を歌い、集合写真を

撮って散会となりました。

４時ごろ無事労災病院に帰っ

てきました。１日のんびり

させて頂き、ありがとうご

ざいました。

木曜日 岩雲房子

「ああ言えばこう食う」壇ふみ、阿川佐和子

著名な作家を父親に持ち、女優とタレントという立場で経験した話

題、家族のことについて二人の往復書簡のエッセイである。世代が同

じということでは私も同じ様な考えのところもあり、親友と呼べる関

係の友もいる。相手のことを思い、自分とは違っていると言いながら

自己分析していると著者も言っている。本当にそうだと思う。違いを

知ってようやく本当に理解しあえるのである。そう思うと友の顔が浮

かび、逢いたい気持ちにかられ、電話をかけ、再会を約束した。

図書係 上田ひろみ

12月20日(金曜日)午後2時から始まったボランティア「えぷろんの会」

の25年度バザー。今年はどんな品物が並んでいるのか?と、早くからお

財布をにぎって始まるのを待っておられる方々。終了4時までの2時間

の間に沢山の人達との出会いがありました。その中に入院中のお母さ

んと、見舞いに来られた息子さんの二人連れのお客様がいらっしゃい

ました。「何か買ってあげようか」と息子さん。にっこり笑って嬉し

そうなお母さん。そして手にされたのは

”小さなふくろうのストラップ”でした。

その中には優しさと幸せがいっぱい詰まっ

ていることと感じました。すてきなお二人

に出会えて私も優しさと幸せを分けていた

だきました。一日も早いご退院をお祈りい

たします。 金曜日 春名恵子

主人を亡くして早や18年、あんなに嘆き悲しみ、

一緒に死にたいと思った日々はウソの様な‥‥元

気な私。息子たちも結婚し、自分が元気で一人暮

らしをするのが子供孝行と悟り、卓球、スポンジ

テニス、コーラス、ピアノ、旅行、英会話、ボラ

ンティア、パートと楽しい日々を過ごしています。

「二兎を追う者は一兎をも得ず」の通り、何ひと

つ人より秀でるほどではありませんが、ソコソコにこなし、今年還暦

を迎え、これからも、イヤな事はしない!! 好きな事、楽しいと思え

ることだけをして、ちょっと我がままな残りの人生を生きたいと思っ

ています。お父さん、まだ迎えに来ないでね。 月曜日 中村加代

１月 １日(水)

１月 ５日(日)

１月１６日(木) 活動調整委員会

１月２０日(月) 第４回リーダー会

２月２０日(木) 活動調整委員会

３月１３日(木) リーダー懇親会

３月２０日(木) 活動調整委員会

あとがき

みなさんお正月をどのように過ごされましたか？今年も頑張っていろ

んな記事を掲載したいと思いますので、「えぷろん通信」の応援をよ

ろしくお願いします。 編集部
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